
　　ロータリー財団の創始者、アーチ・クランチは「私たち

はこの財団を今日・明日の時点ではなく、何年、何世代とい

った視野で見つめるべきである」と語っています。この長期

的な視野こそ、ロータリー財団の恒久基金が、ロータリーの

教育的、人道的プログラムの将来を決定する重要な方法で

あると考えられている理由です。この基金に対する寄付は、

将来に備えて投資され、投資からの収益のみが財団の各プ

ログラムに使われます。恒久基金は、財団支援のために安定

して確実な資金を提供し、常に最低限のプログラム活動を

保証するほか、将来に新しいプログラムを開始したり、プロ

グラムを拡大する可能性をもたらすこととなります。

　財団は、恒久基金への寄付者に対し、大口寄付者、遺贈友

の会会員、べネファクターといった特別な認証を設けてい

ます｡

　大口寄付者とは、米貨１００００ドル以上の寄付をする

人です。

　遺贈友の会会員とは、遺産計画に米貨１００００ドル以

上を恒久基金に寄付することを付記した人です。

　財団べネファクターとは、基金へ米貨１０００ドル以上

の寄付を遺言に付記するか、あるいは同額の現金寄付をす

る人です。米貨２５０００ドル以上の寄付には、特別な冠名

の機会が与えられます。恒久基金への寄付者は、ロータリー

の遺産を築きつつ、ロータリー財団が将来も末永く、確実に

世界で善行を行う多大な影響力を維持できるようにしてい

るのです。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　「ロータリーのいろは」より

　　

今日は、ロータリー財団・米山財団月間ですので、クラブフ

ォーラムでは片野委員長からのレクチャーやお願いもあろ

うかと思います。大切な事は我々が納金したものがどのよ

うに活用され、１個人では出来ない数々の世界的奉仕が実

現出来ているかを知る事かとも思います。

　それもロータリアンとしての埃や達成感の一つではない

でしょうか？

1． ガバナー事務所より地区大会のお礼状が来ています。
ご出席ありがとうございました。

２．２００７年度規定審議会で標準クラブ定款が改正され、

第９条出席（旧第８条）の第５節出席の記録が下記のように

改正されました。

　実施月は、１２月分の出席報告からです。

■出席率の算出

　２００７年規定審議会において採択された制定案０７－

１７により、クラブ定款第９条出席（旧第８条）の第５節出

席の記録が改正されました。

【第９条　出席】

第３節　理由のある欠席。

　次のような場合、出席規定の適用は免除されるものとする。

（a）理事会承認の条件と事態に従った欠席の場合。理事会は、
正等かつ十分な理由による会員の欠席を認める権限を持つ。

（b）一つまたはいくつかのロータリー･クラブのロータリー
歴と会員の年齢の合計が８５年以上であり、さらに出席規

定の適用を免除されたい希望を、書面をもって、クラブ幹事

に通告し、理事会が承認した場合。

第４節　ＲＩ役員の欠席。

　会員が現役のＲＩ役員である場合、その会員に対する出

席規定の適用は免除されるものとする。

第５節　出席の記録。

　本条第３節（ｂ）または第４節の下に出席規定の適用を免

除された会員は、本クラブの出席率の算出に使う会員数に

含まれない。



　１２月７日の総会でクラブ名を決めます。

お手元に資料を配布しましたが、残っている名称は、せせら

ぎ三島ＲＣ、三島せせらぎＲＣ、湧水三島ＲＣ、ばいかも三

島ＲＣ、そして現状の三島南ＲＣです。

　当日欠席される方は私のほうにＦＡＸなどで投票を行っ

てください。

１.国際ロータリー　　　　　　　　　　　　　　　　
【国際ロータリーの使命】

　 国際ロータリーは世界中のロータリー・クラブの連合体
であります。国際ロータリーの使命は、加盟クラブの結束を

はぐくみ、世界にくまなくロータリーを発展させ、ロータリ

ーの活動を世界中に知らせ、国際規模の管理体系をもって

運営されています。

　この結果、出席率を算出する際に以下の式をご使用頂くこ

ととなります。

出席率（％）＝

［第９条第３節（ｂ）および第４節で免除された会員を含む出

席会員数Ｐ］×１００／ ［正会員総数Ｔ］－［Ａ］＋［Ｂ］

Ａ：クラブ定款第９条第３節（ｂ）［年齢・ロータリー歴の合計

が８５年以上］およびクラブ定款第９条第４節［ＲＩ役員］で

免除された会員数

Ｂ：上記Ａのうち、例会に出席した会員数

なお、クラブ定款第９条第３節（ａ）［理事会承認の条件と事

態に従った欠席］で出席を免除された会員は、従来の規定では、

計算式の分母および分子に含まれませんでしたが、この改正

により出席・欠席いずれも出席率計算の対象となります。

片野誠一君
　本日はクラブ奉仕委員会のクラブフォーラムです。よろしくお
願いします。
土屋巧君
　ゴルフの県アマでは大勢の方々から応援いただきましてあり
がとうございました。初日は２オーバー６位タイと頑張りました
が、２日目は８４と本来の実力が出て、結果４２位で終わりました。
来年また頑張ります。また応援してください。
西原克甫君
　先週はお休みして申し訳ありませんでした。鈴木政則様には、
大変お手数をおかけしました。
　遅ればせながら１１月４日日曜日、地区大会ご出席ありがとう
ございました。スマイルします。
矢岸貞夫君
　１１月２０日から放置自転車贈呈式でタイに行ってきます。根
津さん、ご苦労様です。よろしくお願いします。
山上光喜君
　日本ガンバレ！！技能五輪出場者の人たちにエールを送りた
いと思います。
山田定男君
　地域の会議がありまして早退します。片野さん、お話しを聞か
ずに失礼します。
山本良一君
　来週２１日水曜日はタイへの出発です。１２名の訪問団となり
ます。早朝の出発ですので、見送りは結構です。
米山晴敏君
　皇太子様が会社の前を通り、ゆっくり走っていたので目が合い
ました。手を振りながら笑顔でした。裾野市の若い人たちが手づ
くりで“沖縄フェスタin裾野”というイベントをやります。私も裏
で応援しています。奥さん、子どもさんが興味がありましたら見
に行ってやってください。但し、有料です。申し訳ありません。ス
マイルします。

８０

１００－２０＋１０
出席率＝ ＝８９％×１００

例：

クラブの会員構成

正会員数

　　Ｔ：１００名

クラブ定款第９条第３節（ｂ）［年齢・ロータリー歴の合計が

８５年以上およびクラブ定款第９条第４節［ＲＩ役員］で免

除された会員数　

　　Ａ：２０名

上記出席免除会員のうち、例会に出席した会員数　

　　Ｂ：１０名

出席免除会員を含む、例会に出席した会員数

　　Ｐ：８０名



・研究グループ交換（ＧＳＥ）の推薦及び受入れ

　他の国の地区と地区どうしの、提携による社会人を対象

とした研究グループ交換事業であります。本年度は３３５

０地区のタイ国のバンコックとの交換事業を実施します。

受け入れは１１／２０から１１／１８来日メンバーはリー

ダー１名を含み計５名であります。また派遣は来年２月２

３日出国予定であります。　　　　　　　　　　　　　

（財団独自の主なプログラム）（国際財団活動資金「ＷＦ」に

よるプログラム）　　　　　　

・ボランティア奉仕活動補助金プログラム ・ポリオ・プラス
・ＲＣ世界平和フェローの推薦　・大学教員の資金推薦

・ＲＣ平和及び紛争解決研究フェローの推薦　等

　のプログラムがあります。　　　　　　　　　　　

【ロータリー財団を支えている寄付金】

・年次寄付（クラブ）

　使途を決めずに寄付し、ロータリー財団によって３年間

資金運用し３年後にシェアー・システムにより「ＷＦ」５０％、

「ＤＤＦ」５０％ずつ資金をプログラムに使う。年次寄付は

毎年１００ドル／人の寄付をお願いしていますが、個人の

年次寄付はカウントされ、１００ドル以上が財団の友、１，

０００ドル以上がポール・ハリス・フェロー、２，０００ドル

以上がマルチプル・ポール・ハリス・フェロー、の認証を受け

られます。現在南クラブでは、財団の友が１８名、ポール・ハ

リス・フェローが１７名、であります。

・恒久基金（個人）

　元金を使わない基金です。投資収益のみを財団プログラ

ムに毎年使う。１，０００ドルを寄付するとベネファクター

の認証が受けられます。現在南クラブでは１６名が認証さ

れています。   １１位／８２クラブ
今年度は２名の方にベネファクター認証のご承諾を頂いて

おります。

　その他・冠名基金・使途指定寄付・大口寄付者等があります。

３.（財）米山記念奨学会　　　　　　　　　　　　　　　
【米山記念奨学事業】

（寄付はクラブを経由し一人７，０００円／年を頂いています）

　米山記念奨学事業は世界平和を願い青少年教育に尽くし

た米山梅吉氏の遺徳を記念する事業として東京ＲＣで考え

られ、戦争の過ちを二度と繰り返さないため米山基金を設

立して、日本で学ぶ外国人留学生を支援し、平和を願う日本

人の心、日本の文化を肌で感じてもらう機会をつくり、日本

と世界を結ぶ平和の架け橋となって活躍する人材を養成し

ようと始めたのが米山記念奨学事業です。１９６７年に文

部省から財団法人の許可を得て、これまでに米山記念奨学

会が支援してきた留学生は全国で１０９ケ国、１３，９０２

人（０７年４月）にのぼり、２６２０地区だけでも２０ケ国

３０２人になります。これは民間における奨学事業として

は国内最大規模のものであります。奨学事業の最大の特長は、

奨学生に金銭的な支援だけでなく「世話クラブ・カウンセラ

ー制度」により、クラブが奨学生を受け入れ奨学生に例会や

　　　　　　　　

２.ロータリー財団　　　　　　　　　　　　　　　　　
【ロータリー財団の使命】

　ロータリー財団を構成する法人会員は国際ロータリー

だけであり、ロータリー財団の正式名称は、「国際ロータリ

ーのロータリー財団」です。国際ロータリーと法的に組織

は違っても、その目的・使命・活動は両者共に一体のもので

あります。

　ロータリー財団の使命は、地域レベル・全国レベル・国際

レベルの人道的、教育的、文化交流プログラムを通じて、ロ

ータリーの綱領とロータリーの使命を遂行して、世界理解

と平和を達成しようとする国際ロータリーを支援するこ

とであります。そしてロータリー財団の使命である国際的

活動に新しく、地域レベル、全国レベルの活動を加えるこ

とによって、ロータリー財団の活動基盤と範囲がさらに広

がることになりました。

【ロータリー財団のプログラム】

（クラブで参画できる主な財団プログラム）（地区財団活動

資金「ＤＤＦ」によるプログラム）　　　　

・国際親善奨学生の推薦　　　　　　　　　　　

　ロータリー財団の最初のプログラムして、１９４７年に

発足し、民間レベルとしては世界最大規模の奨学制度であ

ります。ロータリー財団の奨学金の目的は男女を他国の教

育機関で勉学させることによって、国民間の理解と友好関

係に寄与することを目的にしています。毎年８００から１，

３００名くらいの国際親善奨学生がロータリー・クラブと

地区、学校や市の機関、その他公式、非公式の参加を通して、

受け入れ国の人々に対する優れた「親善使節」として行動

しています。三島南クラブでは過去に１名の奨学生を送っ

ています。また「ロータリー財団学友」制度があり、財団から

プログラム補助金（奨学金）を受けた１０万以上の人々を

指しています、財団学友には、国際親善奨学生、ロータリー

世界平和フェロー、研究グループ交換チーム、等々の受領

者であります。これらの才能豊かで献身的な学友は、ロー

タリーを熟知しロータリーの国際理解と世界平和の促進

を共有し財団の強力な提唱者であります。　　

・地区補助金による社会奉仕                　　
 クラブまたは地区は、地区内、国内、またはＲＣのない国の
ニーズに応えるプロジェクトを実施し、一定の条件を満た

せば地区補助金を受け取ることができます。三島南クラブ

では過去に２回の地区補助金を受けています。本年度も地

域開発奉仕プロジェクトによる環境事業に対して補助金

を申請し承認されています。　　　　　

・マッチング・グラントによる海外支援　　　　　

 ある国のＲＣが人道的プロジェクトを実施しようとした
が、資金や専門知識が不足している場合、海外に援助をも

とめます、他国のために尽くしたいと思っているＲＣや地

区がこれに協力しあうのがこのプロジェクトであります。

補助金は５，０００ドルから２５，０００ドルです。プロジ

ェクトの規模としては１万ドル以上になります。　　　　



奉仕活動に参加してもらい、ロータリアンと交流すること

により、平和日本への理解とロータリーが求める奉仕の精

神や世界平和への願いを留学生に伝えることができること

です。現在２６２０地区では０７年度の米山記念奨学生と

して中国より１２名、ベトナムより５名、台湾より２名、ス

リランカより２名、計２１名の奨学生を支援しております。

４．（財）米山梅吉記念館　　　　　　　　　　　　　　　

【米山梅吉記念館の運営】

（寄付はクラブを経由し一人１，０００円／年を頂いています）

　米山梅吉記念館は、日本ロータリーの創始者米山梅吉翁

の遺徳を偲び、その偉業を讃え、ロータリー精神の普及を図

るため、昭和４４年財団法人米山梅吉記念館（旧館）として

発足ました。米山家本邸跡地の提供を受け、米山家ゆかりの

人々、近隣１１のＲＣの協力と２６２０地区をはじめ２５

９０、２７８０地区、東京ＲＣ、米山記念奨学会等の寄付に

よって建設・運営されてきました。その後、館の老朽化、来館

者の増加に伴い、新館建設の機運が高まり、平成８年翁没後

５０年にあたり、それを記念し新館を全国のＲＣによびかけ、

また多額の寄付により、平成１０年に新館が完成しました。

この完成を機に役員構成を全国組織に拡大しました。その

ため国内はもとより海外、アジア地区からも来館者が増加し、

国際的規模に発展して現在に至っています。館内には米山

翁生涯の足跡、著書、筆跡、遺品の外、日本ロータリーの歩み、

ロータリー米山記念奨学会の模様等が展示されています。

　記念館の運営は秋季例祭の開催・春季例祭の開催・来館者

の誘致活動・記念館パンフレットの作成・展示、蔵書の整理・

米山梅吉記念館報の発行・運営委員会の開催等の運営に南

ＲＣ２名の会員が参加しています。　　　　　　　　　　

５．本年度クラブ奉仕委員会の活動

【ＲＣ財団の活動】

　南クラブのＲＣ財団の具体的な事業は下記の事業に取り

組んでいます。　

・財団寄付について年次寄付は皆様の協力を頂き年頭初に

一人１００ドル達成させて頂いております。

・恒久基金のベネファクターの寄付についてはクラブ目標

は一人でありますが、現在中村、田中パスト会長の２人の方

にご了承をいただいております。

・地区補助金申請は奉仕プロジェクト委員会の環境事業に

おいて、申請を行い地区の承認を頂いております。

・研究グループ交換（ＧＳＥ）の協力については、ガバナー補

佐から協力要請があれば対応したいと思います。

【米山記念奨学会の活動】

・米山記念奨学会の寄付については年頭初皆様の協力を頂

き一人７，０００円の寄付を頂いております。　　　　　

・米山学友の状況調査の依頼により、過去２名の奨学生の現

況情報の報告を行いました。　　　　　　　　　　　

【米山梅吉記念館の活動】　　　　　　　　　　　　　　　

・米山記念館の寄付については一人１，０００円の寄付を皆

様に協力頂いております。               　　　　　
・記念館の運営に保坂会員と共に参加しております。      

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

次回例会 １１月３０日（金）　卓話　金澤征子君


